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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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・
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課
）

　
「
暴
力
追
放
兵
庫
県
民
大
会
」

が
十
一
月
九
日
、
神
戸
文
化
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
で
暴
力

追
放
福
良
地
区
町
民
会
議
（
芝
壽

浩
会
長
）に
近
畿
管
区
警
察
局
長
、

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
暴
力
追
放
運
動
推

進
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
会
長
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
「
防
犯
・
暴
力
追
放

パ
レ
ー
ド
」
の
実
施
な
ど
明
る
く

す
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
四
日
ま

で
講
道
館
（
東
京
都
）
で
行
わ
れ

た「
第
五
十
四
回
全
国
青
年
大
会
」

お
め
で
と
う

読
書
っ
子
ま
つ
り
を
開
催

読
書
意
欲
を
高
め
よ
う

　

子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
み
、

読
書
意
欲
を
高
め
て
も
ら
お
う
と

「
第
三
回
読
書
っ
子
ま
つ
り
」
が

十
一
月
二
十
七
日
、
南
淡
図
書
館

で
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約

一
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
は
ピ
ア
ノ
演
奏
で
始
ま

り
、
お
話
し
会
や
、
賀
集
地
域
に

伝
わ
る
昔
話
「
ほ
と
け
谷
」
の
大

型
紙
芝
居
や
人
形
劇
、
ア
ニ
メ
上

映
、
昔
話
ク
イ
ズ
、
地
震
を
テ
ー

マ
と
し
た
福
良
周
辺
の
探
検
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
ア
ー
ト
の
世
界
を
楽

し
も
う
！
」
と
題
し
た
「
か
か
し

作
り
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
竹

や
ワ
ラ
、
ス
ス
キ
、
古
着
な
ど
を

　

辰
美
小
学
校（
吉
見
公
男
校
長
）

の
五
年
生
児
童
（
二
十
六
人
）
が
、

十
一
月
二
十
八
日
、
地
場
産
業
へ

　淡路人形浄瑠璃のまちを PR し、地元の子どもたちにお正月

気分を味わってもらおうと、12 月 11 日、南あわじ市観光協会

（鳥
とりいこうすけ

井幸佑会長）主催の「淡路人形絵図凧づくり」がパルティとシー

パ、なないろ館で行われました。凧づくりは人形の頭の下絵があ

らかじめ描かれた和紙に竹ひごを貼り、その後、自宅で色を塗っ

て完成させます。参加した上田和
のどか

さん（倭文小２年）は「上手に

出来上がってうれしい。完成したら揚げたい」と喜んでいました。

子ども伝統芸能交流会播
ばんしゅうかぶき
州歌舞伎と淡路人形浄瑠璃の共演

　郷土芸能を保存・継承する子どもたちに交流を深めてもらおうと、南淡中

学校郷土芸能部（38人）と多
た か

可郡中
なかちょう

町北小学校播州歌舞伎クラブ（39人）

が 11月 20日、賀集公民館で芸能交流を行いました。同小学校では約 300

年の歴史を誇る播州歌舞伎を地元の一座から指導を受け、練習に励み継承活

動を行っています。この日は、一般来場者約 150 人も会場に駆けつけ、両

校の力の入った公演を鑑賞しました。河井祐樹くん（南淡中１年）は、「小

学生なのに上手に演じていた。刺激を受けた」と、感想を述べていました。

▲オリジナルかかし作り

▲中町北小学校による播州歌舞伎
▲凧を作る子どもたち。完成作品は１月15日までパル
　ティとシーパ、大鳴門橋記念館で展示しています

淡路人形絵図凧づくり凧
たこ
づくりでお正月気分

柔
道
競
技
・
個
人
戦
九
十
キ
ロ
以

下
級
で
、
三
原
・
志
知
高
校
講
師

の
奈な

ぎ木
佑ゆ

う
じ次

さ
ん
（
福
良
）
が
見

事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

全
国
で
顕
著
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
き
た
者
に
贈
ら
れ

る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト

賞
」
に
お
い
て
、
久
保
佑ゆ
う
き樹
さ

ん
（
三
原
高
校
三
年
）
が
「
ブ
ロ

ッ
ク
賞
」
を
受
賞
。
ま
た
田
中

愛あ
い
り里
さ
ん
（
志
知
高
校
三
年
）
と

片か
た
ぎ
し
と
し
あ
き

岸
才
暁
さ
ん
（
同
）
が
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

三
人
は
高
齢
者
や
障
害
者
福
祉
を

中
心
に
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て

き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
・
兵
庫
県
大
会
淡
路
地
区
予

選
に
お
い
て
次
の
方
の
作
文
が
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

　

奥お
く
い
け
ん
す
け

井
健
介
（
南
淡
中
三
年
）

　

山や
ま
ぐ
ち
た
か
き

口
誉
貴
（
三
原
中
二
年
）

全
国
青
年
大
会
柔
道

奈
木
選
手
が
日
本
一▲奈木さん

▲審査員に創作料理の説明をする参加者ら

▲船上でワカメの苗が付いたロープを
　取り付ける児童
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▲暴力追放福良地区町民会議による防犯・
　暴力追放パレード（11月12日、福良）

暴
力
追
放
福
良
地
区
町
民
会
議
が

　

近
畿
・
功
労
者
表
彰
を
受
賞

国
立
台
湾
戯
曲
専
科
学
校
の
公
演

台
湾
学
生
が
驚
き
と
華
麗
な
技
を
披
露

　

国
際
舞
踏
団
招し
ょ
う
へ
い聘
事
業
と
し

て
国
立
台
湾
戯ぎ
き
ょ
く曲
専
科
学
校
の
公

演
会
が
十
一
月
二
十
六
日
に
三
原

公
民
館
で
、
二
十
七
日
に
西
淡
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
地
域
が
異
文
化
と

ふ
れ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
目

的
に
、
こ
れ
ま
で
旧
西
淡
町
と
旧

三
原
町
が
合
同
で
実
施
。
中
国
や

韓
国
な
ど
の
舞
踏
団
を
招
き
、
公

演
と
合
わ
せ
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
小
中
学
生
と
の
交
流
会
等
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
専
科
学
校
の
一
員
二
十
一
人

は
、
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
五
日

間
滞
在
。
そ
の
う
ち
二
日
間
は
、

市
内
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
十
世
帯

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。

　

二
十
五
日
に
は
、
三
原
志
知
小

学
校
の
児
童
と
交
流
の
後
、
三
原

高
校
郷
土
部
へ
。
部
員
か
ら
淡
路

人
形
の
遣
い
方
を
教
わ
り
な
が
ら

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

公
演
会
で
は
、
柔
ら
か
い
体
で

表
現
す
る
美
し
い
演
技
や
、
椅
子

を
使
っ
た
驚
き
の
演
技
な
ど
、
多

彩
な
雑
技
を
披
露
し
、
来
館
者
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。　

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
体
験
で
は
、
昭
和
二
十
一

年
の
昭
和
南
海
地
震
に
つ
い

て
、
由ゆ

い井
昌ま
さ
よ代
さ
ん
（
福
良
）
と

波は
と
ざ
き

戸
崎
孝た
か
しさ
ん
（
同
）
が
当
時
の

津
波
の
す
さ
ま
じ
さ
を
語
り
、
参

加
者
ら
は
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難

生
活
を
体
験
し
よ
う
と
一
日
だ
け

寝
袋
と
毛
布
で
寝
た
ほ
か
、
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
非
常
食
の
創
作

料
理
に
挑
戦
。
カ
ン
パ
ン
や
ま
ぐ

ろ
・
焼
き
鳥
の
缶
づ
め
な
ど
を
使

っ
て
シ
チ
ュ
ー
や
デ
ザ
ー
ト
が
作

　

小
中
学
生
を
対
象
に
、
長
期
間

家
庭
を
離
れ
、
共
同
生
活
を
し
な

が
ら
、様
々
な
体
験
活
動
を
し
て
、

自
立
心
な
ど
を
養
う
通
学
合
宿

「
う
ず
し
お
交
遊
塾
」（
江
本
賢け
ん
じ司

塾
長
）
が
十
一
月
十
二
日
〜
二
十

日
（
八
泊
九
日
）、
国
立
淡
路
青

年
の
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
合
宿
に
は
小
中
学
生
五
十

人
と
、
ス
タ
ッ
フ
役
の
高
校
生
と

勤
労
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
十
二

人
が
参
加
。
吹
上
浜
で
の
交
流
ゲ

ー
ム
や
諭
鶴
羽
登
山
の
ほ
か
、
防

災
を
テ
ー
マ
と
し
た
体
験
学
習
が

▲皿回しをしながら華麗に踊る学生

ら
れ
ま
し
た
。宮
崎
勇
樹
く
ん（
北

阿
万
小
五
年
）
は
「
非
常
食
と
一

緒
に
入
れ
る
食
材
を
考
え
る
の
に

苦
労
し
た
が
、お
い
し
く
で
き
た
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

の
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
丸
山
漁

港
で
ワ
カ
メ
の
苗
付
け
体
験
を
し

ま
し
た
。
同
漁
港
で
は
、
魚
種
多

使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
か
し
を

楽
し
そ
う
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

丸
山
漁
港
で
ワ
カ
メ
の
苗
付
け
体
験

地
場
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
る

通
学
合
宿
「
う
ず
し
お
交
遊
塾
」

通
学
合
宿
で
防
災
生
活
を
体
験

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

淡
路
地
区
大
会
優
秀
賞

彩
に
捕
れ
る
漁

業
の
ほ
か
に
、

わ
か
め
の
養
殖

も
盛
ん
で
、
年

間
約
二
千
五
百

ト
ン
の
水
揚
げ

が
あ
り
、
湯

通
し
塩
蔵
さ
れ

て
、
販
売
さ
れ

ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
丸
山
漁
協
わ
か

め
種
苗
部
の
亀
井
一
明
部
長
ら
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
縄
を
ね
じ

っ
た
隙
間
に
約
五
セ
ン
チ
の
わ
か

め
の
苗
を
取
り
付
け
、
そ
の
縄
を

沖
に
あ
る
養
殖
場
に
取
り
付
け
ま

し
た
。
わ
か
め
は
三
、四
か
月
で

約
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
に
成
長
し
、

そ
の
頃
を
見
計
ら
っ
て
、
刈
り
取

ら
れ
ま
す
。

　

体
験
に
参
加
し
た
、
堀
貴
裕
く

ん
は
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
大
き

く
成
長
す
る
の
が
楽
し
み
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

市
内
の
高
校
生
３
人
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
賞

▲大型紙芝居


